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これからの国際社会に生きてゆく子ど
も達は、我が国の国旗及び国歌はもと
より、諸外国の国旗及び国歌に対する
正しい認識とそれらを尊重する態度を
育てることが重要です。
また、それを歌うよう、子どもの内

心にまで立ち入って、強制すべきでは
ありませんが、教える先生は個人の立
場ではなく教育公務員として学習指導
要領に基づき、子ども達に教える責任
があると思います。
次に、道徳教育の充実の問題もあり

ます。「人間としての生き方について
の自覚を深める教育」の時間として、
適切に授業を行うよう指導を受けてい
ます。
一方、学校の管理運営関係について

も、いくつかの指導がありました。中
でも、職員会議の決定がすべてに優先
されている学校があるという現状に対
し、校長が、その権限を行使し、その
職務と責任を十分に果たすことができ
るよう、職員会議の位置づけ、運用の
適正化を図ることが、求められていま
す。県民に信頼される「開かれた学校
づくり」を進めていくためには、校長

を中心に個々の先生
のすばらしい力を結
集し、組織として機
能する学校態勢づく
りが必要です。
広島県において

は、こういった様々
な公教育の問題をか
かえております。こ
れらの問題点の改善
なくしては、新しい
時代の教育の改善は
できないものと考え
ています。

21世紀へ向けて教
育は明治以来、初め
ての大変革期を迎え
ています。かつては、
欧米先進国に追いつ
け、追い越せと知識、
技能を中心とした効
率重視の教育を行い、
初等教育レベルとい
う面では全世界のト
ップ水準になりまし
た。しかし、その一
方では思考力、判断
力を十分身につけて
いない子ども達がいることは否めな
い事実です。これからの時代は、自
分で目標を作りそれに向かっていく
力をつける教育を行う必要があると
考えます。
平成14年（2002年）には完全学校

週５日制が実施されます。新しい学
習指導要領のもとで、義務教育改革
を行い、学校の枠組みそのものを変
えていきます。現在行われている教
育内容を厳選し、基礎的・基本的な
内容として、現行の７割程度に減ら
します。また、それぞれの学校で自
由に教育内容をつくることが出来る
時間が新設されます。それは、子ど
も達に「生きる力」をつける総合的
な学習の時間です。これは、地域や
学校、子ども達の実態に応じ、学校
が創意工夫を生かして特色のある教
育活動が行われる時間や、国際理解、
情報、環境、福祉、健康などの、教
科をまたがるような課題に関する学
習を行える時間です。子ども達に自
ら学び、自ら考える力の育成や、学
び方や調べ方を身につけ、学習に主
体的、総合的に取り組む態度を育成
することをねらいとした授業が展開
されます。
例えば、自然体験やボランティア

活動、職場体験などの体験的な学習
や、課題や問題解決的な学習、また、
地域の人が参加する学習、地域の自
然や施設を利用しての学習が考えら
れます。
そこでは、地域にもう一つの教室

や、もう一人の先生を求めることも
必要なことです。
そのためには、地域、保護者の皆

様には、今の学校教育はどうなって
いるのか、何が問題なのかに関心を
もって参加していただきたいと思い

ます。学校側も、開かれた学校を目
指して、生徒を抱え込むのではなく、

今何が問題なのか、
家庭での教育はここ
までお願いします
等、もっとオープン
に保護者と話し合い
をしていかなければ
なりません。

学校の果たすべき
役割としては、何よ
りもまず、生涯をと
おして学び続けてい

く基礎となる「確かな学力」をつけ
ることが望まれます。それを土台と
して、一人一人の子どもの個性が伸
長されます。また、集団生活をとお
して、「社会性の基礎づくり」も大切
です。さらに、子ども自らが、様々
な体験を通して、自分の良さや可能
性を発見する場となることも求めら
れています。
また、これからの学校経営には

「カスタマーズ・サティスファクショ
ン（顧客満足）」、「インフォームドコ
ンセント（説明し納得してもらう）」、
「アカウンタビリティ（説明責任）」
の観点から、そのあり方が問われて
います。子どもが学びたい学校、保
護者が学ばせたい学校でなければな
りません。そのためには学校がどの
ような教育方針に基づき、教育活動
を行っているかなどを説明し、理解
を得て、支援を求めていく必要があ
ります。地域の人は自らの税金によ
って運営されている学校について、
ある意味ではオーナーとして学校を
知る権利があります。学校について
地域の方々がオープンな立場で意見
を述べることのできる学校評議員の
導入が、広島県でも義務教育改革に
あたって提言されています。
教育改革を進めていくためには、

県民の理解と協力が不可欠です。県
民参加による教育改革を推進し、こ
れまでに培われた広島県の教育力を
結集することにより、学校・家庭・
地域社会が、それぞれの役割を自覚
し、その責任を果たしつつ、「誰かがや
ってくれる」ではなく、「できること
から、はじめよう」という思いで、
一体となって取り組んで参りましょ
う。

今まさに、経済、社会、教育と地
球規模での大変革期にさしかかって
います。教育については様々な問題
記事や論評が新聞、マスコミ等をに
ぎわしていますが、この大変革期に
広島県の教育は二つの改革を進めな
ければなりません。
まず一つは、極めて異例なことで

すが、現在文部省から広島県の公教
育（国民に対する教育）がおかしい
と是正指導を受けている現状があり
ます。少なくとも法令等に基づいた
公教育をする必要性があります。
そして二つめに、県民に信頼され

る公教育づくりと平行しながら新し

い時代の教育を創造する必要性があ
ります。

広島県の公教育は何
が問題なのでしょうか。
平成10年４月27日～28
日に文部省による現地
調査が行われ、同年５
月20日に是正指導を受
けました。その是正指
導の教育内容に関係す
るものの中に、広島県
下では実施率が低いと
いう国旗掲揚、国歌斉
唱の問題があります。
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広島県の
教育は今

今、広島県全体の教育現場が荒廃していると言われ、その中でも特に東部
地域は極めて深刻な状況であると言われています。去る10月２日（土）広島
県教育委員会教育部長　砂田勝彦氏をお招きし、広島県の教育の現状と課題、
新しい時代の教育への取り組みについて語っていただきました。

「法令に基づいた
公教育を…」

「学校の枠組そのもの
が変わります。」

二つの改革

公教育の問題点

新しい時代の
教育へ向けて

これからの
学校教育は
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子ども達の実態を客観的に把握するた
め、県内公立学校の小学５年生と中学２
年生約4,000名を対象に「生活と学習に
関するアンケート」をおこないました。
多くの子ども達が「学校が楽しい」と感
じる一方で、中学２年生では約半数が
「授業がよくわからない」と答えていま
す。また半数以上の子どもが「毎日を忙
しい」と感じており、約25％が「相談
できる人がいない」と答えるなど、子ど
も達を取りまく厳しい状況が明らかにな
りました。（広島県教育委員会発行「く
りっぷ」第８号より）

小・中学生4,176人に聞きました。
学校に行くのは楽しいけれど…。

砂田広島県教育委員会教育部長
に聞く
砂田広島県教育委員会教育部長
に聞く
砂田広島県教育委員会教育部長
に聞く
砂田広島県教育委員会教育部長
に聞く
砂田広島県教育委員会教育部長
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砂田広島県教育委員会教育部長
に聞く
砂田広島県教育委員会教育部長
に聞く
砂田広島県教育委員会教育部長
に聞く
砂田広島県教育委員会教育部長
に聞く
砂田広島県教育委員会教育部長
に聞く
砂田広島県教育委員会教育部長
に聞く
砂田広島県教育委員会教育部長
に聞く
砂田広島県教育委員会教育部長
に聞く
砂田広島県教育委員会教育部長
に聞く
砂田広島県教育委員会教育部長
に聞く
砂田広島県教育委員会教育部長
に聞く
砂田広島県教育委員会教育部長
に聞く

教育現場は何が問題なのか、どう変わればよいのか
今年三月、三原警察署に赴任し

た。少年問題は前任の窃盗捜査に
おいて、広島県にあっては窃盗事
件検挙人員の、63％が少年であり、
この数字は全国第８位と高い数字
を示している。その数字すら氷山
の一角であり、極めて深刻な問題
であることは理解していた。
三原に着任し駅前に立った時、

少年達の想像を絶する光景に出会
い、ついにここまで来てしまった
のかと唖然とさせられた。三原駅
をはじめその周辺で、一見して高
校生と思われる少年少女の喫煙、
中には制服を着た少年までも平然
として喫煙している姿である。茶
髪にイヤリング、鼻輪に唇、中に
は舌にまでリングを付けているで
はないか。
さらに驚いたことには、このよ

うな光景を見ながら誰一人として
声をかける大人達のいないことで
ある。まるですべての大人達が、
これら少年から眼をそらし足早に
立ち去ってしまうように見えるこ

とである。これら少年達の蝟集
（いしゅう）している光景は薄気味
の悪ささえ感じる始末である。
大河ドラマで全国に紹介された

歴史有る町。そんな素晴らしい町
で勤務できる喜びで赴任した私に
は、余りにもショックであった。
大都会と異なり、日々行き交う
人々の顔も朝夕顔を合わせて、声
を掛け合えるこの町で、皆さんは
どのように見てどのように感じて
いらっしゃるのであろうかといぶ
かしくさえ思えた。
校舎の破壊や学校内で先生が暴

力の被害者となり、またこれら少
年たちが暴力団関係者と徒党を組
み、警察を襲撃するなど、少年の
非行とは思えない悪質な犯罪行為
の捜査をするたびに、事の重大性
に気付いていない少年たち。この
ような報道が毎日のようにある現
状に対して、地域社会の反応は今
一つである。まるでよそ様の出来
事のように冷ややかな目に映って
いるのではないのだろうかと、肌
寒ささえ感じてしまったほどであ
る。
警察が取り扱う少年の非行事案

は、氷山の一角であることをご理
解いただきたい。
少年問題には様々な原因がある

でしょう。しかし、今これらを嘆
き憂いている時間はないのです。
三原警察署管内において、少年を
取り巻いている環境は誠に厳しい
ものがあるのです。少年一人一人
の自覚を促し、少年の目覚める時
を待っている時間的ゆとりもあり
ません。私達は、今の少年達にこ
の地域を託さなければならないの

です。今の少年達をいかに健全に
育てるか、問題少年がいるとした
らこれを暖かく包み見守り導いて
やるのか、そのことが少年達の未
来をつくり、私達の望みを少年達
に安心して託すことができるので
はないでしょうか。現在の状態を
みて、この地域にあって本当に心
安らかであることが期待できるで
しょうか。心豊かな町、安全で安
心して生活出来る地域づくりは、
健全な少年を育てることにかかっ
ていると言っても過言ではないと
思います。
今こそ地域の皆で取り組もう。

私達の町から問題少年を出さない
ために。思いやりや優しい心の育
つ地域をつくろう。
どうか助けて下さい。私の子ど

もは非常に意志の弱い子どもで
す。誘惑に勝てる力が備わってい
ません。間違ったことをしていた
ら叱ってやって下さい。良いこと
をしていたら誉めてやって下さ
い。今日の自分を育ててくださっ
たのは、地域の皆様のおかげなの
です。
義務と責任を果たせる子どもに

だけはなってほしいと願っていま
す。
少子化時代にあって、ただの一

人であっても子どもを落伍させる
わけにはまいりません。すべての
子どもが私達の宝です。今から、
すれ違う子ども達に声をかけてや
ってください。うつむきかげんの
子どもがあったら大きな声で、
「おはよう」・「お帰り」と。

昨年の文部省による広島県教育
委員会への是正指導以来、県教育
現場の問題が次々にマスコミによ
り報じられ、多くの県民の方々が
関心を寄せておられることと思い
ます。
PTAとは、保護者と教職員との

協議機関であり、共に協力しあっ
て子ども達に健全な教育環境を保

障する活動が目的であります。そ
の目的達成のためには、PTA会員
はいわゆる学校の運営委員である
べきだと考えております。
なぜなら、PTAのＰは親（保護

者）であり、我が子がその学校に
通っているという事実の上に学校
というシステムが存在している訳
で、子どもの育成において責任者
であるＰが、学校運営に責任の一
端を担うのは当然のことではない
でしょうか。
その子どもが、誰に、何を、ど

のように教えられているのかを親
である私たちが知ることはごく当
たり前のことであり、同様に学校
側も、公正な教育内容を公開する
ことが当たり前のことであると思
います。
残念なことに今までPTAのＰで

ある私たちは、学校現場に対し余
りにも無関心過ぎていたと反省し
なければなりません。学校の本丸

は教職員だけに任せ切りではなか
ったでしょうか。これからのPTA
は、子どものために学校現場にも
っともっと関心を持たないといけ
ません。
学校は教職員のものではなく、

教育委員会のものでもありませ
ん。学校は子どもと地域と、そし
てPTAのものではないのでしょう
か。
昨今よく「開かれた学校」とい

う文字が目に入りますが、PTAの
Ｐに学校現場がはっきり見えてこ
ないうちは、開かれた学校はあり
得ないと信じております。
これからはPTAの文字のとお

り、ＰとＴがともに学校運営に意
見を出し合うシステムが必要であ
り、そのためには広く地域と連携
し、謙虚な気持ちでの情報交換が
大切になると考えているところで
す。

署長　中迫 高明氏
三原警察署

今少年問題にどう
取り組むべきか

明治以来初めて大改革がなされます明治以来初めて大改革がなされます明治以来初めて大改革がなされます明治以来初めて大改革がなされます明治以来初めて大改革がなされます明治以来初めて大改革がなされます明治以来初めて大改革がなされます明治以来初めて大改革がなされます明治以来初めて大改革がなされます明治以来初めて大改革がなされます明治以来初めて大改革がなされます明治以来初めて大改革がなされます明治以来初めて大改革がなされます明治以来初めて大改革がなされます明治以来初めて大改革がなされます明治以来初めて大改革がなされます明治以来初めて大改革がなされます

会長　橋沢 浩二氏

ＰＴＡのあり方

特別寄稿

三原市PTA連合会

「地域に開かれた学校づくり」を
進めていくために必要なこと

（注）広島県内在住の満20歳以上の県民2,000名を対象に調査

（資料）「義務教育に関する意識調査」
平成10年・広島県教育委員会
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子ども達は今 !


